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1.緒言 

カーボンナノ チューブ (CNT) は、化学気相蒸着 (CVD) 法により大量合成が可能だが、個々

の CNT の構造が不均一であるため期待される性質が得られない場合が多い。そこで個々の CNT

をバンドル化し線材化することで材料としての性能を均質化すると共に、その後の各種処理によ

って高強度、高電気伝導性を付与できれば実用材料としての応用が期待できる[1]。本研究では真

空中での通電加熱が CNT紡績糸の組織と機械的性質に与える影響を調べた。 

2.実験方法 

CNT紡績糸は、高密度垂直配向 CNT を合成した膜から CNT紡績糸を撚り掛けながら引出し作

製した[1]。作製した試料は、到達圧力 10
-4

Pa～10
-6

Pa程度の真空中でそれぞれ 1473Kの通電加熱を

1分間行った。CNT 紡績糸は各真空度とも 1473Kを超えて加熱すると、CNT 紡績糸が振動し断線

した。そこで本実験では加熱温度を 1473K とした。熱処理前後の試料について微小引張試験機

(MX-500N-FA, IMADA)を用いて引張試験を行った。CNT 紡績糸の破断組織は SEM(JSM-5600LV, 

JEOL)で観察した。また、CNT紡績糸の結晶性はラマン分光法で計測した Gバンドと Dバンドの

比で評価した。 

3.結果・考察 

CNT紡績糸の SEM像と機械的性質を表 1 に示す。到達圧力 10
-5

Pa台で通電加熱処理した試料

の引張強度とヤング率はそれぞれ 978.2MPa と 23.5 GPa であった。高真空での熱処理により 

CNT 糸の結晶性が向上し機械的性質が改善され

た。低真空中での加熱は CNTの昇華による断面減

少が大きいが、熱処理により個々の CNTがバンド

ルする傾向があることが確認された。しかし、

10
-6

Pa台での通電加熱ではCNTの結晶性が向上せ

ず、機械的性質も 10
-5

Paの場合と比べて低下した。

この原因については現在検討中である。 
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表 1 CNT紡績糸の SEM像と機械的性質 
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